
第
１

部
　

創

造

と

想

像

第
１
章
　
対
談

芸
術
と
科
学

の
邂
逅

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
千
住
　
博
×
酒
井
邦
嘉
　
1
7

空
海
に
導
か
れ
て
描
い
た
金
剛
峯
寺
の
襖
絵
　

１９

観
察
し
て
把
握
し
、
補
完
す
る
　
2
4

経
験
と
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
　
2
8

想
定
外
に
向
き
合
う
　

３１

Ａ
Ｉ
時
代
の
芸
術
の
役
割
　
3
3

蛍
光
塗
料
で
滝
を
描
く
　
3
6

空
の
青
、
海
の
青
　
4
1

「
き
れ
い
」
と
「
美
し
い
」
を
分
け
て
考
え
る
　
4
4

古
代
か
ら
の
知
恵
を
知
る
　
4
7

「
今
、
こ
こ
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
　
5
0

第
２

章

ベ
ー

ト

ー

ヴ

ェ

ン

は
な

ぜ

す

ご

い

の

か

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
曽
我
大
介
5
5

1
　
価
値
観
を
変
え
る
天
才
　
5
7

2
　
天
才
を
育
ん
だ
環
境
　
5
8

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
家
庭
環
境
／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
誕
地
、
ボ
ン
の
社
会
状
況
／
ボ
ン

の
音
楽
界
／
兵
ど
も
が
夢
の
跡

３
　
音
楽
家
の
社
会
的
立
場
を
変
え
る
～
独
立
し
た
行
楽
家
と
し
て
生
き
る
　
6
2

活
動
の
環
境
整
備
～
企
業
メ
セ
ナ
の
原
聖
／
著
作
権
の
め
ば
え

４
　
作
品
と
作
曲
手
法
の
ス
ゴ
さ
　
6
3

過
去
作
品
の
徹
底
的
な
研
究
／
作川
楽
以
外
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
発
想
／
科
学
、
修
辞
学

と
音
楽
／
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
使
っ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
手
法
……
英
雄
の
象
徴
～
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
独
自
の
レ
ト
リ
ッ
ク
／
作
品
を
作
曲
す
る
の
で
は
な
く
「
構
築
」
す
る
／
新
し
い
楽
器

の
機
構
を
作
品
に
取
り
入
れ
る
／
革
新
的
で
あ
る
が
、
新
奇
で
は
な
い

５
　
現
代
の
科
学
が
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
、
大
才
の
秘
密
　
7
2

第
３

章
　
マ
ン

ダ

ラ

ー
視

覚

化

さ

れ

た
最

高

真

理

―

そ
し
て
芸
術

へ
の
傾
斜

―

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……
正
木
　

晃
7
5

1
　
真
理
と
言
葉
　
7
7

2
　
マ
ン
ダ
ラ
と
密
教
　
7
9

3
　
視
覚
上
の
特
徴
と
用
途
　

８１



４
　
マ
ン
ダ
ラ
瞑
想
　
8
3

5
　
逸
脱
か
発
展
か
　
8
5

6
　
マ
ン
ダ
ラ
と
自
然
観
　
8
6

7
　
信
仰
か
ら
芸
術
へ
　
8
7

第
４

章

理
学
・
工
学
・
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ

ン
と

ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ

…
…
…
前
野
隆
司
9
1

は
じ
め
に
　
　
9
3

1
　
理
学
・
工
学
・
ア
ー
ト
ー
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
　
9
3

2
　
理
学
・
工
学
・
ア
ー
ト

ー
デ
ザ
イ
ン
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
関
係
　
9
7

お
わ
り
に
　
　
1
0
0

第
Ⅱ
部
　

人

と

生

物

第
５
章
　
「
温
故
知
新
」
の
普
遍
性
～
能
と
論
語
と
b
e
y
o
n
d
 
Ａ
Ｉ
　
-
…
…
…
…
…
安
田
　
登
　
1
0
5

1
　
最
初
に
　
1
0
7

2
　
能
楽
に
つ
い
て
　
1
0
8

3
　
ワ
キ
に
つ
い
て
　
　
1
1
0

４
　
「
能
」
と
脳
内
Ａ
Ｒ
　
1
1
1

５
　

日
本
人
は
脳
内
Ａ
Ｒ
を
使
う
の
が
得
意
　
1
1
4

6
　
温
故
（
而
）
知
新
　

１１６

７
　

脳
の
外
在
化
と
し
て
の
文
字
　

１１７

８
　
温
故
　

１１８

９
　
知
新
　
1
2
0

1
0
　問
い
　

１２１

1
1
　
知
新
の
た
め
の
魔
術
的
時
間
　
1
2
2

1
2
　ま
と
め
　
　
1
2
3

第
６

章

歩

行

に
つ

い
て

境
界

例

か
ら

の
ラ

イ
ヴ
・

ア
ー
ト
（
生

の
芸
術
）
考

…
…
…
…
…
…
…

外
山
紀
久
子
　
1
2
7

1
　
歩
く
こ
と
の
二
重
の
ベ
ク
ト
ル
　
　
1
2
9

２
　
「
た
だ
の
歩
行
」
は
ダ
ン
ス
な
の
か
？
　
1
3
0

３
　
超
低
速
歩
行
と
瞑
想
　
1
3
2

4
　
歩

行
と
現
前
―

観
客
と
の
関
係
性
　
1
3
4

5
　
大
地
か
ら
の
離
反
と
そ
の
リ
メ
デ
ィ
　
1
3
7



第
７

章

科

学

論

の
中

の
美

と

芸

術

―

近
代
日
本

の
見

た

「
実

在
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
岡
本
拓
司
1
4
5．

１
　
科
学
論
と
美
・
芸
術
　
1
4
7

2
　
木
村
駿
吉
と
連
続
説
・
進
化
論
　
1
4
8

3
　
北
輝
次
郎
に
お
け
る
進
化
と
美
　
1
5
0

4
　
実
在
の
多
様
な
側
面
ー

理
想
主
義
に
お
け
る
科
学
と
芸
術
　
1
5
2

5
　
芸
術
を
包
含
す
る
科
学
ー

篠
原
雄
と
綜
合
科
学
　

１５６

６
　
実
在
に
向
き
合
う
科
学
論
　
1
6
0

第
８

章

科

学

と

芸

術

を

め
ぐ

る
近

代

の

パ

ラ

ド

ッ

ク

ス

ー

ゲ
ー
テ
自
然
科
学

に
お
け

る
形
態

学
と

菌
類
生
物

の
〈
ポ
リ
ネ
ー

シ
ョ
ン
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

前
田
富
士
男
　
1
6
5

I
　

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
の
近
代
　
1
6
7

2
　
リ
ン
ネ
と
ヴ
ォ
ル
フ
と
ネ
ッ
カ
ー
、
そ
し
て
ゲ
ー
テ
ー

「
挿
図
」
と
い
う
記
号
法
　
1
7
0

3
　
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
と
卜
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
　
　
1
7
6

4
　
菌
類
生
物
の
特
性
　

１８１

５
　

ポ
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ー

物
質
の
制
約
か
ら
の
解
放
　
1
8
6

６
　
む
す
び
－

観
察
か
ら
制
作
へ
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
か
ら
ポ
リ
ネ
ー
ン
ヨ
ン
ヘ
　
　
1
8
9

第
９
章
生
命
を
主
体
と
す
る
哲
学
―
南
方
熊
楠
と
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
…
…
…
…
…
松
居
竜
五
　
1
9
3

１
　
南
方
熊
楠
は
「
芸
術
的
」
か
？
　
1
9
5

2
　「
心
」
を
持
ち
主
体
と
な
る
生
物
　
1
9
6

3
　「
南
方
マ
ン
ダ
ラ
」
は
人
間
に
限
っ
た
世
界
像
で
は
な
い
　
2
0
0

4
　
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
の
「
環
世
界
」
論
　
2
0
3

5
　
人
間
を
含
む
「
環
世
界
」
モ
デ
ル
と
し
て
の
南
方
マ
ン
ダ
ラ
　
2
0
6

6
　「
や
り
あ
て
」
と
「
魔
術
的
な
道
」
　
2
0
8

7
　
科
学
と
芸
術
の
接
点
へ
　
　
2
1
3

第
1
0章

四
次
元

の
芸

術

―

南
方
熊
楠
と
鈴
木
大
拙
か
ら
は
じ
ま
る
…
…
…
…
…
安
藤
礼
二
　
2
1
9

1
　
熊
楠
と
大
拙
　
2
2
1

2
　
宗
教
と
科
学
の
交
点
、
万
国
宗
教
会
議
　
2
2
4

3
　
四
次
元
の
芸
術
　
　
2
2
8

4
　
社
会
的
な
実
践
に
向
け
て
　
2
3
2



第

Ⅲ

部
　

都

市

と

自

然

第
１１

章

都

市

・

ま

ち

・
建

築

の
熱

環

境

の
可

視

化

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
梅
干
野

晁
2
3
7

は
じ
め
に
　
　
2
3
9

1
　
研
究
成
果
と
し
て
の
熱
環
境
の
可
視
化
で
感
性
に
訴
え
る
　
2
3
9

2
　
熱
環
境
、
目
に
み
え
な
い
が
た
め
に
犯
し
て
し
ま
う
ま
ち
が
い
や
気
付
か
な
い
こ
と
　
2
4
1

3
　
ま
ち
に
は
熱
が
あ
ふ
れ
て
い
る

―

全
球
熱
画
像
で
可
視
化
―

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
　
2
4
3

4
　
表
面
温
度
の
日
変
化
を
可
視
化

―

朝
、
昼
、
夜
の
熱
画
像
を
三
原
色
（
赤
．
緑
・
青
）
の
加
算
混
合
で
表
示

―

都
市
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
抑
制
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
　
2
4
5

5
　
江
戸
時
代
、
江
戸
の
下
町
に
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
　
2
4
6

6
　
設
計
案
の
熱
環
境
の
予
測
・
評
価
　
2
4
9

7
　
可
視
画
像
を
読
み
込
む
た
め
に
　
2
5
3

第
1
2章

科

学

と

芸

術

を

つ
な

ぐ

多

孔

性

モ

デ

ル

ー

生
態
学
的
都
市
論

か
ら
見

た
世
界

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
田
中
　

純
2
6
1

1
　
「
生
態
的
ニ
ッ
チ
」
を
記
述
す
る
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
的
方
法
」
　
2
6
3

２
　
環
境
存
在
論
と
し
て
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
都
市
論
　
2
6
5

3
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
ナ
ポ
リ
体
験
と
多
孔
性
　
2
6
8

4
　
ジ
ル
ベ
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
ェ
ル
の
多
孔
的
「
冥
府
の
建
築
」
　
2
6
9

5
　
現
代
に
お
け
る
多
孔
性
モ
デ
ル
　
　
2
7
1

第
1
3章

庭
園
芸
術

が
問

う
技
術
時
代

の
総
合
芸
術

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
後
藤
文
子
2
7
9

I
　
デ
ザ
イ
ン
を
め
ぐ
る
「
関
係
」
の
組
み
替
え
―

近
代
庭
園
の
挑
戦
　
2
8
1

2
　「
自
然
ら
し
さ
」
を
追
求
す
る
庭
園
　
2
8
8

3
　
総
合
芸
術
と
し
て
の
庭
園
芸
術
　
2
9
0

第
1
4章
　
人
間
と
自
然

の
関
係

の
文
化

「
庭
」

の
今

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
……
岡
田
憲
久
　
2
9
9

1
　
原
初
の
森
を
歩
く
　
3
0
1

2
　
二
つ
の
庭
　
　
3
0
2

3
　
自
然
と
人
間
の
関
係
の
三
つ
の
場
　
3
0
7

4
　
自
然
を
司
る
神
と
の
対
話
の
か
た
ち
　
3
0
9

5
　
里
地
・
里
山
に
お
け
る
暮
ら
し
と
文
化
の
か
た
ち
　
3
1
1

６
　
都
市
に
お
け
る
自
然
の
か
た
ち
　
3
1
3



６
－

１
　
自
然
の
シ
ス
テ
ム
と
呼
応
す
る
都
市
／
６
―
２
　
都
市
文
化
全
般
に
お
け
る
自
然
の

洗
練
さ
れ
た
表
現
と
庶
民
の
暮
ら
し
の
文
化
／
６
ー
３
　
日
本
の
庭
に
描
か
れ
た
も
の

７
　
庭
と
は
　
3
1
8

科
学
隣
接
領
域
研
究
会
の
記
録
　
3
2
8

監
修
者
・
著
者
紹
介
　
3
3
1


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5

